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１．概要（Summary） 

両性イオンを含むコーティングはその高い親水性から

海洋生物が付着時に足掛かりとする疎水性相互作用を

阻害し、船舶や洋上フロートなどの海洋構造物の保護剤

としても応用が期待される。しかし水中での利用を考える

と、水中剥離など機械強度の面で課題がある。本研究で

はハードコートと呼ばれる高い機械強度を有するコーティ

ング材料にスルホベタインを含む両性イオンポリマーを添

加し、無機微粒子との相互作用により添加ポリマーが表

面に偏析したコーティングを作成した。早稲田大学ナノ・

ライフ創新研究機構の FIB-SEM を用いてイオンビーム

による薄膜加工、SEM 観察、EDAX をへてコーティング

断面の組成・相分離解析した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
・FIB-SEM 
・TEM 100 

 
【実験方法】 
 Si 基板上に作成したコーティングを SEM 観察しながら

ガリウムイオンビームにより断面を薄膜加工した。SEM、

SIM 、 STEM に よ り コ ー テ ィ ン グ の 断 面 観 察 、

STEM-EDAX により断面の組成を解析した。また、PET
基板上ウルトラミクロトームにより切削した薄膜をTEM100
で観察した同コーティングの TEM 像と比較し、相関をみ

た。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Si基板上に作成し、FIB-SEMにより加工、観察した像、

および STEM-EDAX よりポリマーの表面偏析が示され

た。PET 基板上に作成し、ウルトラミクロトームにより切削

した超薄膜を TEM 100 により観察した像と相関も見ら

れた。一方で、コーティング内部で添加ポリマーの残存が

見られ、機械強度を上げるためにコーティングの組成検

討が必要であることが示された(Fig.1)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．その他・特記事項（Others） 
・ NEDO 「潮力発電プロペラの研究開発」 
 
５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
・日本化学会第 5 回 CSJ 化学フェスタ ポスター発表, 
平成 27 年 10 月 15 日. 

・ Pacifichem 2015 The International Chemical 
Congress of Pacific Basin Societies 平成 27 年 12
月 17 日. 

 
6. 関連特許（Patent） 
 なし。 
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